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注意：SSHまたはTelnetでログ

インできること
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新製品紹介

図1　システム構成例

1. まえがき

当社では，多様化する市場ニーズに合わせ，UPS管理製品

「SANUPS SOFTWARE」，「LANインタフェースカード」に

様々な機能を追加してきた。

これらは，ネットワークを使用してサーバやPCなどに接続す

るため，通信相手と共通のプロトコル（通信規約）を使用する必

要がある。

「SANUPS SOFTWARE」，「LANインタフェースカード」

では，現在のネットワークにおいて主流である IPv4（Internet 

Protocol version 4）というプロトコルを使用しているが，昨今

では次世代プロトコルとして IPv6（Internet Protocol version 

6）が普及し始めており，これに対応するため，本製品を開発し

た。

本稿では，IPv6に対応した「SANUPS SOFTWARE」およ

び「LANインタフェースカード」について，製品の概要を紹介す

る。

2. IPv6とは何か

現在インターネットでは，主に IPv4というプロトコルを使

用しており，各装置の判別のために IPv4アドレスを使用して

いる。これが重複すると正常な通信が出来なくなるため，イ

ンターネットで使用する IPv4アドレスは，IANA（Internet 

Assigned Numbers Authority，インターネットに関連する番

号を管理する組織）によって管理されている。

IPv4アドレスは0.0.0.0～ 255.255.255.255までの約43億（2

の32乗）個あるが，情報端末の急速な普及により2011年の時点

で IANAの管理する未割当のアドレスがなくなった。現在は，

各団体へ既に割り当てられたアドレスの使用していない部分を

利用している状態であるが，完全になくなるのも時間の問題で

ある。

そのため，昨今では抜本的な解決が可能となる IPv6が普及し

始めている。これは，0:0:0:0:0:0:0:0 ～ ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:

ffff:ffffまでの約340澗
かん

（2の128乗）個ものアドレスが使用でき

る。

LANでは，インターネットに直接接続しないため IPv4アド

レスの制限もなく，また IPv6対応機器が少なかったこともあ

り，IPv6への移行が進んでいなかった。

しかし，昨今では IPv6対応の機器やソフトウェアが増え，移

行するための環境が整ってきた。これに伴い，LANにおいても

IPv6への対応が進んでいる。

3. システム構成

本製品を使用したシステム構成例を図1に示す。

「LANインタフェースカード」をUPSに実装し，ネットワー

クで接続された装置を登録することで，停電時などに装置を

シャットダウンすることができる。

装置は，「SANUPS SOFTWARE」を使用して接続できるほ

か，汎用的に使用されているSSH（Secure Shell，暗号化された

経路でセキュアな通信が可能。）やTelnetでも接続できる。

荻原 博紀 加藤 裕 原 有希
Hironori Ogihara Yutaka Kato Yuuki Hara

IPv6に対応した
「SANUPS SOFTWARE」
「LANインタフェースカード」の開発



17 SANYO DENKI Technical Report  No.39  May 2015

図2　従来品の設定画面

図3　開発品の設定画面

また，「SANUPS SOFTWARE」がインストールされた装置

をUPSとシリアルケーブルで接続することで，「LANインタ

フェースカード」の代わりとすることもできる。

4. 特長

4.1  IPv6対応
「SANUPS SOFTWARE」および「LANインタフェース

カード」では，接続装置の制御やUPSの監視などを実現するた

め，IPv4の上位プロトコルでも様々な物に対応している。今回

の開発では，すべての機能で IPv6が使用できるように，すべて

のプロトコルで IPv6に対応した。

IPv6と IPv4は互換性が無いが，本開発品は両方同時に動作

するため，IPv4から IPv6への移行期間中でも使用することが

できる。

ユーザインタフェースについても，IPv6アドレスの入力や確

認をしやすくするために画面を横長に変更した。従来品の画面

を図2に，開発品の画面を図3に示す。

4.2  様々な環境で使用可能
「SANUPS SOFTWARE」 は，Windows 系，Linux 系，

UNIX系のOSに対応しており，メジャーバージョンだけでカ

ウントしても約30種のOSで使用できる。

しかし，IPv6が新しい技術だという事もあり，対応していな

いOSも存在するため，環境によっては IPv6が使えない。そう

した場合，「SANUPS SOFTWARE」は IPv4アプリケーショ

ンとして動作するため，どんな環境でも使用できる。
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4.3  SSH登録装置台数の拡張
「LANインタフェースカード」には，SSH（Secure Shell）を

使用してコンピュータを制御する機能を搭載している。これを

使用すると，ユーザ認証やデータの送受信などの処理に暗号が

使用されるため，セキュリティレベルの高い通信を行うことが

できる。

しかし，通信している装置はそれぞれが暗号化・復号化を繰

り返す必要があるため，各装置で膨大な計算が必要となる。特

に認証における計算量が膨大なため，SSH機能を搭載した当時

の「LANインタフェースカード」は，全接続装置50台のうち，

SSH接続装置を8台までに制限する必要があった。

しかし，従来品の「LANインタフェースカード」は，その後行

われたハードウェア更改によって高速な処理が可能となったた

め，この制約を外すことが可能となった。そこで，本開発では，

接続装置50台すべてをSSH接続できるようにした。

4.4  環境監視センサの装置関連付け機能
「LANインタフェースカード」には，温度 /湿度センサを最

大16個まで接続することができ，温度 /湿度が閾値を超えると，

メールなどによる通知や接続装置のシャットダウンができる。

シャットダウン機能を使用すると，接続したセンサのいずれ

かで異常を感知した時に，全接続装置をシャットダウンする。

しかし，サーバラック毎にセンサを設置した場合など，全接続装

置ではなく一部の装置だけをシャットダウンしたいといった要

望があった。

そこで，本開発では，センサ毎にシャットダウン対象装置を選

択できるようにした。この機能により，特定のセンサで異常が

発生した時に，特定の接続装置だけをシャットダウンすること

ができる。また，対象とするセンサや接続装置はそれぞれが複

数選択できるため，柔軟な設定も可能となっている。

ユーザインタフェースでは，柔軟な設定を可能にすると操作

が複雑になってしまう事があるが，それは避けなければならな

い。

シャットダウン対象装置を選択すると詳細を下部に表示し，

左右移動で対象を決定というシンプルな形とした。設定画面を

図 4に示す。

図4　センサの対象装置選択画面
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4.5  メールサーバ設定チェック機能
UPSは，サーバなどミッションクリティカルな装置に接続さ

れることが多く，些細な設定ミスが重大な問題を起こす可能性

がある。設定変更の際，管理者は細心の注意を払うが，人間が行

う以上ミスが発生する可能性がある。

「LANインタフェースカード」では，障害発生時のメール通知

など，メールを使用する機能がいくつかあり，これを使用する際

にはメールサーバの設定を行う必要がある。

設定後は情報が正しいか実際にメールを送信して確認してい

たが，「間違った設定をした時，正しい設定に戻すまでの間は

メール機能が使えない」，「間違えた設定値を戻そうとしても，以

前の設定値がわからない」という問題があった。

これを解決するため，「LANインタフェースカード」に設定

されている情報を変更せずに，現在入力されている情報が正し

いかチェックする機能を搭載した。設定したい情報を入力して

チェックボタンを押すと，設定情報を反映せずに動作確認する

ことができるため，間違った設定情報のまま更新してしまうと

いうミスをなくすことができる。図5に画面を示す。

図5　メールサーバ設定チェック画面
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6. むすび

本稿では，「SANUPS SOFTWARE」および「LANインタ

フェースカード」の概要を紹介した。

IT技術の進歩は目覚しく，絶えず新しい仕様や機能が追加さ

れていく。今後も先端技術を積極的に取り入れ，より魅力のあ

る製品を開発していく所存である。

項目 仕様

外形寸法（幅×奥行き×高さ） 105×125.5×23.5mm

質量 160g

動作環境 -25 ～ +60˚C

消費電力 1.7W（LANインタフェースカード ＋ 湿度センサ16個接続時）

機能

•コンピュータの自動シャットダウン（マルチプラットホーム対応）
•電源冗長化コンピュータのシャットダウン
•復電時のコンピュータ自動起動
•スケジュール運転
•UPSの状態表示（Webブラウザ，SSHまたはTelnet対応）
•SNMPエージェント（RFC1628，JEMA-MIB，山洋電気プライベートMIB）
•E-Mail送信 /受信
•NTP（Network Time Protocol）対応
•テスト機能（スプリクト実行 ,E-Mail送信 ,SNMPトラップ送信 ,シャットダウン）
•メールサーバチェック機能
•syslogサーバへのイベント通知
•温度 /湿度計測（最大16ポイント）
•計測値逸脱監視機能（UPS内部情報，外部温度 /湿度）
•統計グラフ表示機能（UPS内部情報，外部温度 /湿度）
•設定ツール（Web，SSH，Telnet，FTP）

加藤 裕
1991年入社
パワーシステム事業部　設計第二部
電源機器，監視装置の開発・設計に従事。

原 有希
2013年入社
パワーシステム事業部　設計第二部
電源機器，監視装置の開発・設計に従事。

荻原 博紀
2005年入社
パワーシステム事業部　設計第二部
電源機器，監視装置の開発・設計に従事。

表2　「LANインタフェースカード」の仕様

5. 仕様

「SANUPS SOFTWARE」の仕様を表 1に、「LANインタ

フェースカード」の仕様を表2に示す。

項目 仕様

機能

•コンピュータの自動シャットダウン（マルチプラットホーム対応）
•電源冗長化コンピュータのシャットダウン
•復電時のコンピュータ自動起動
•スケジュール運転
•UPSの状態表示（Webブラウザ，SSHまたはTelnet対応）
•E-Mail送信 /受信
•テスト機能（スプリクト実行，E-Mail送信，シャットダウン）
•設定ツール（GUI，CUI，Web，Telnet）

表1　「SANUPS SOFTWARE」の仕様


